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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得の改善により緩やかな回復基調が続いておりますが、

一方で個人消費につきましては弱含みに推移しております。また、中国や新興国の景気減速に加え、英国のＥＵ離

脱や米国の大統領選挙の影響に伴う海外経済の不確実性の高まりにより、為替相場・株式市場が大きく変動する

等、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　食品関連業界におきましては、消費者の「食の安全・安心への関心」、「節約志向」が依然として続く中、企業

間競争の激化、人手不足の慢性化による人件費・求人費の上昇等、引き続き厳しい状況が続いております。

　また、青果物業界におきましては、相次ぐ台風の上陸、秋雨前線の停滞、30年に１度と言われる記録的な日照不

足に見舞われたことによる青果物収穫量の大きな落ち込みや品質悪化の影響で、葉物類・根菜類を中心に価格が記

録的に高騰いたしました。

　このような状況の中、平成27年４月に稼動した大阪デリカフーズ株式会社奈良ＦＳセンターの稼働率上昇に加

え、平成28年６月より東京デリカフーズ株式会社西東京ＦＳセンターが稼動したこと、当社グループの食品安全確

保・リスク管理体制及び最新の生産設備等をお客様に高くご評価いただいたことにより、新規顧客の獲得及び既存

取引の深耕が順調に推移いたしました。また、当社グループで開発した新商品である「真空加熱野菜(注)」は６月

より西東京ＦＳセンターにて販売を開始しており、外食産業において人手不足が慢性化する中、簡単に調理でき、

メニューの幅も広がること、根菜類を材料とするため天候不順時に価格が安定すること等をご評価いただいており

ます。今後、当社グループはこの真空加熱野菜の販路拡大に努めて参ります。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は26,023百万円（前年同四半期比9.9％増）となりました。

　利益につきましては、８月以降の相次ぐ台風上陸、記録的な日照不足・低温等の影響による野菜価格の高騰・品

質悪化の影響が当第３四半期においても継続して発生したことに加え、西東京ＦＳセンターにおいて、業界初とな

る真空加熱野菜の量産ライン等、最新の生産設備・衛生設備を導入したことにより、人件費・消耗品費等の立ち上

げ費用及び減価償却費等が前年同四半期と比べ大幅に増加したことにより、営業利益420百万円（前年同四半期比

28.9％減）、経常利益450百万円（前年同四半期比25.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益272百万円（前

年同四半期比27.5％減）となりました。

　
(注) 「真空加熱野菜」とは、野菜のおいしさと鮮度を重視した加熱調理済みの野菜であり、「焼く」「蒸す」

「煮る」に次ぐ第４の調理方法として、食材と調味液をフィルム袋に入れて真空密封し、調理器で材料に
応じた時間と設定温度にて調理したものであり、外食産業等においては、湯煎や電子レンジなどで再加熱
するだけで提供でき、人手不足が慢性化する中、調理時間を短縮することができるとともに、主に根菜類
を材料とするため天候不順時における価格変動の影響を受け難いことがメリットとなる。

　

（２）財政状態に関する説明

　 (資産)

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.8％増加し、9,111百万円となりました。これは、主として売掛金が

1,020百万円増加した一方、現金及び預金が985百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて12.5％増加し、9,269百万円となりました。これは、主として建物及び

構築物が834百万円、機械装置及び運搬具が368百万円、長期貸付金が243百万円増加した一方、建設仮勘定が573百

万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて7.0％増加し、18,381百万円となりました。

　

　 (負債)

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて22.4％増加し、5,485百万円となりました。これは、主として買掛金が

725百万円増加したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.4％増加し、5,867百万円となりました。これは、主として資産除去債

務が95百万円、リース債務が45百万円増加した一方、長期借入金が126百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて10.0％増加し、11,352百万円となりました。

　

　 (純資産)

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、7,028百万円となりました。これは、主として利益剰余

金が162百万円増加したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成28年11月10日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」の内容から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 (会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ24,209

千円増加しております。

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,045,385 4,059,733

売掛金 3,419,582 4,439,717

商品及び製品 116,765 206,246

仕掛品 5,926 12,246

原材料及び貯蔵品 46,874 119,894

その他 318,989 282,832

貸倒引当金 △6,818 △9,134

流動資産合計 8,946,706 9,111,536

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,830,443 3,664,892

土地 3,249,504 3,249,504

その他（純額） 1,611,059 1,490,588

有形固定資産合計 7,691,007 8,404,985

無形固定資産

その他 46,086 43,832

無形固定資産合計 46,086 43,832

投資その他の資産

その他 508,055 826,440

貸倒引当金 △8,134 △5,638

投資その他の資産合計 499,921 820,802

固定資産合計 8,237,015 9,269,620

資産合計 17,183,721 18,381,156
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,771,120 2,497,055

短期借入金 588,000 660,000

1年内返済予定の長期借入金 769,661 865,971

未払法人税等 123,605 63,623

未払金 1,016,775 1,186,813

賞与引当金 94,896 23,542

その他 117,377 188,359

流動負債合計 4,481,436 5,485,365

固定負債

長期借入金 5,535,316 5,408,873

退職給付に係る負債 87,630 97,738

資産除去債務 32,053 127,645

その他 187,309 232,903

固定負債合計 5,842,310 5,867,161

負債合計 10,323,747 11,352,527

純資産の部

株主資本

資本金 1,377,113 1,377,113

資本剰余金 2,164,470 2,164,231

利益剰余金 3,278,172 3,441,039

自己株式 △49,308 △47,127

株主資本合計 6,770,448 6,935,257

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 86,022 90,231

その他の包括利益累計額合計 86,022 90,231

新株予約権 3,503 3,140

純資産合計 6,859,973 7,028,629

負債純資産合計 17,183,721 18,381,156
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 23,675,690 26,023,343

売上原価 17,908,735 20,059,429

売上総利益 5,766,955 5,963,913

販売費及び一般管理費 5,175,746 5,543,649

営業利益 591,209 420,264

営業外収益

受取利息 449 1,895

受取配当金 2,977 3,294

業務受託手数料 10,132 12,168

物品売却益 11,675 17,499

その他 28,181 28,607

営業外収益合計 53,416 63,466

営業外費用

支払利息 41,948 33,354

営業外費用合計 41,948 33,354

経常利益 602,676 450,376

特別利益

固定資産売却益 50 48

補助金収入 1,845 98,346

保険解約返戻金 ― 28,586

新株予約権戻入益 573 ―

特別利益合計 2,468 126,981

特別損失

固定資産除却損 8,769 4,437

固定資産圧縮損 1,845 97,770

投資有価証券評価損 1,167 199

ゴルフ会員権評価損 ― 11,823

不動産取得税等 483 ―

借入金繰上返済精算金 2,863 46,397

その他 ― 155

特別損失合計 15,128 160,784

税金等調整前四半期純利益 590,016 416,572

法人税、住民税及び事業税 213,818 143,793

法人税等合計 213,818 143,793

四半期純利益 376,198 272,779

親会社株主に帰属する四半期純利益 376,198 272,779
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 376,198 272,779

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33,210 4,209

その他の包括利益合計 33,210 4,209

四半期包括利益 409,409 276,988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 409,409 276,988

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

　 該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）最近における四半期毎の業績推移
　

平成29年３月期（連結） 　 　 （単位：千円）

　 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 8,065,581 8,629,580 9,328,181 　

営業利益 82,808 102,514 234,941 　

経常利益 90,322 109,516 250,537 　

親会社株主に帰属する
51,279 77,195 144,304 　

四半期純利益

１株当たり四半期純利益 7.00円 10.53円 19.68円 　

潜在株式調整後
6.97円 10.49円 19.61円 　

１株当たり四半期純利益

総資産 17,250,802 17,498,766 18,381,156 　

純資産 6,799,503 6,877,069 7,028,629 　

１株当たり純資産 927.47円 937.49円 958.16円 　

平成28年３月期（連結） 　 　 （単位：千円）

　 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 7,547,722 7,996,393 8,131,573 7,897,823

営業利益 117,514 90,477 383,217 92,044

経常利益 117,159 93,768 391,748 105,527

親会社株主に帰属する
71,567 58,619 246,011 24,317

四半期純利益

１株当たり四半期純利益 9.77円 8.00円 33.58円 3.32円

潜在株式調整後
9.72円 7.96円 33.42円 3.31円

１株当たり四半期純利益

総資産 15,733,102 15,864,619 16,369,170 17,183,721

純資産 6,512,099 6,573,529 6,843,200 6,859,973

１株当たり純資産 888.40円 896.81円 933.66円 935.72円

　

（２）部門別の状況
　

　 　

平成28年３月期 平成29年３月期

比較増減 比較増減
第３四半期 第３四半期

(自 平成27年４月１日) (自 平成28年４月１日)

(至 平成28年12月31日) (至 平成28年12月31日)

　 　 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) (千円) (％)

カット野菜部門 　 　 　

　 売上高 8,515,290 36.0 9,600,880 36.9 1,085,590 12.7

　 仕入高 3,867,951 25.6 4,438,706 26.4 570,754 14.8

ホール野菜部門 　 　 　

　 売上高 12,296,106 51.9 13,270,121 51.0 974,015 7.9

　 仕入高 8,826,831 58.4 9,577,464 57.0 750,633 8.5

その他部門 　 　 　

　 売上高 2,864,294 12.1 3,152,341 12.1 288,047 10.1

　 仕入高 2,420,000 16.0 2,784,493 16.6 364,493 15.1

合 計 　 　 　

　 売上高 23,675,690 100.0 26,023,343 100.0 2,347,652 9.9

　 仕入高 15,114,783 100.0 16,800,664 100.0 1,685,881 11.2
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